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平成 28年度学術情報基盤実態調査 

《大学図書館編》調査票 
 
(A) 本調査票で回答する大学図書館・室名（平成 28 年 5 月 1 日現在） 
大学名 （自動記入） 
図書館・室名  
図書館・室設置時期  新設 

 既設（改称、統合等を含む） 
住所 〒   －     

     都道

府県   

図書館を共有する短期大

学及びその学科名 
 

 
(B) 記入担当者 
氏名  
所属係  
電話                   内線（       ） 
FAX  
E-mail  
 

I 総括事項（中央図書館で記入、平成 28 年 5 月 1 日現在） 
 
(A) 大学規模  8 学部以上 

 5～7 学部 
 2～4 学部 
 単科大学 

(B) 図書館・室数 中央図書館数 1 館 
分館数 館 
部局図書館・室数 館・室 

(C) 平成 27 年度大学総経費（千円未満四捨五入） 千円 
 
 

大学番号 （自動記入） 

中央図書館記入用 
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II 個別事項 
 
(A)  図書館・室の職員数（平成 28 年 5 月 1 日現在）  
 
１ 職務内容別内訳 

 専任 臨時 計  業務委託等 
(1) 管理職 人 人 （自動計算） 人  人 
(2) 一般 庶務・会計 人 人 （自動計算） 人  人 

(3) 専門 （自動計算） 人 （自動計算） 人 （自動計算） 人  （自動計算） 人 
 情報処理 人 人 （自動計算） 人  人 

受入 人 人 （自動計算） 人  人 

整理 人 人 （自動計算） 人  人 

閲覧 人 人 （自動計算） 人  人 

参考 人 人 （自動計算） 人  人 

(4) 業務全般 人 人 （自動計算） 人  人 
(5) その他 人  人 （自動計算） 人  人 
(6) 図書館・室職員総数 （自動計算） 人 （自動計算） 人 （自動計算） 人  業務委託計 

（自動計算）人 

 
２ 資格別内訳 
 専任 臨時 計 
(1) 情報処理技術者 人 人 （自動計算） 人 
(2) 司書 人 人 （自動計算） 人 
(3) 司書補 人 人 （自動計算） 人 
(4) 国立大学法人等職員採

用試験（事務系（図書）） 
【※国立大学のみ記入】 

人 
 

人 
 

（自動計算） 人 

 
３ 臨時職員内訳 

 人数 フルタイム換算数 
(1) フルタイム 人 （自動計算）   人 
(2) パートタイム 人 人 

【※小数点第 1 位まで記入 
（第 2 位四捨五入）】 

(3) 合計 （自動計算）   人 （自動計算）   人 
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(B)  施設・設備（平成 28 年 5 月 1 日現在） 
 
１ 用途別面積 
(1) サービススペース 閲覧スペース ㎡ 

視聴覚スペース ㎡ 
情報端末スペース ㎡ 
その他 ㎡ 

(2) 管理スペース 書庫 ㎡ 
事務スペース ㎡ 

(3) その他 ㎡ 
(4) 総延面積 （自動計算）      ㎡ 
 
２ 閲覧座席数 
総閲覧座席数 席 
 
３ 書架収容力 
(1) 棚板 ｍ 
(2) 収容可能冊数  （(1)÷0.9×25） （自動計算）      冊 
 
４  図書館利用者用端末台数 

提供方法 台数 
据置き 台 
 うち OPAC 専用端末 台 
貸出し 台 
合計 （自動計算）     台 
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(C)  蔵書数（平成 28 年 3 月 31 日現在） 
 
１ 印刷物の蔵書数 
 （１） 図書 （２） 雑誌 
(a) 和 冊 種類 
(b) 洋 冊 種類 
(c) 点字 冊 種類 
(d) 全所蔵冊数／種類 （自動計算）   冊 （自動計算）  種類 

 
（３）学位論文（博士論文） 冊 
 
２ 電子情報資源の利用可能種類数 

（１）電子ジャーナル 
出版社 
 

国内 種類 
国外 種類 
計 （自動計算）   種類 

その他 
 

国内 種類 

国外 種類 
計 （自動計算）   種類 

          
 （２）  電子書籍 （３）  データベース 
(a) 国内 タイトル 種類 
(b) 国外 タイトル 種類 
(c) 合計 （自動計算）   タイトル （自動計算）  種類 

 
（４）学位論文（博士論文） 件 
 
３  視聴覚資料の所蔵数 
マイクロフィルム タイトル 
マイクロフィッシュ タイトル 
カセットテープ タイトル 
ビデオテープ タイトル 
CD・LD・DVD・BD タイトル 
レコード タイトル 
その他 タイトル 
 （主な内容：                         ） 
 

全利用可能種類数 国内 （自動計算）     種類 
国外 （自動計算）   種類 
計 （自動計算）   種類 
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(D)  図書・雑誌受入数（平成 27 年度実績） 
 
１ 図書受入数 

 和 洋 計 
(1) 購入 冊 冊 （自動計算） 冊 
(2) 寄贈 冊 冊 （自動計算） 冊 
(3) その他 冊 冊 （自動計算） 冊 
(4) 総受入冊数 （自動計算） 冊 （自動計算） 冊 （自動計算） 冊 
 
２ 雑誌受入数 

 和 洋 計 
(1) 購入 種類 種類 （自動計算）種類 
(2) 寄贈 種類 種類 （自動計算）種類 
(3) その他 種類 種類 （自動計算）種類 
(4) 総受入種類数 （自動計算）種類 （自動計算）種類 （自動計算）種類 
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(E)  サービス状況（平成 27 年度実績） 
 
１  開館状況 

（１）1 日の標準開館時間数 
 授業実施日の平日 授業実施日の土

曜・日曜・祝日 
授業実施日でない

開館日 
開館時間数 時間 時間 時間 

 うち時間外開館時間数 時間 時間 時間 

閉館時刻 （選択式） （選択式） （選択式） 

 
（２）開館総日数・時間数 

 授業実施日

の平日 
授業実施日

の土曜・日

曜・祝日 

授業実施日

でない開館

日 

合計 

開館総日数 日 日 日 （自動計算）    日 

開館総時間数 時間 時間 時間 （自動計算）  時間 

 うち時間外開館時間数 時間 時間 時間 （自動計算）  時間 

 
２  館外貸出冊数 
 教職員 学生 学外者 計 
館外貸出冊数 冊 冊 冊 （自動計算）冊 
 
３ 参考業務（レファレンス・サービス）利用件数 

（１）レファレンス利用者別内訳 
学内者 （自動計算）        件 
 教職員 件 

学生 件 
学外者 件 
合計 （自動計算）        件 
 

（２）業務内容別内訳 
文献所在調査 件 
事項調査 件 
利用指導 件 
その他 件 
合計 （自動計算）        件 
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４ 文献複写件数 
（１）文献複写利用者別内訳 

学内 件 
学外 （自動計算）        件 
 大学図書館 件 

その他 件 
合計 （自動計算）        件 
 

（２）複写形態別内訳 
電子複写 枚 
マイクロフィルム コマ 
マイクロフィッシュ シート 
 
５ 図書館間相互協力 

（１）図書・雑誌の貸借 
 貸出 借受 

国内 （自動計算）   冊 （自動計算）   冊 
 大学図書館 冊 冊 

その他 冊 冊 
国外 冊 冊 
合計 （自動計算）   冊 （自動計算）   冊 
 

（２）文献複写 
 受付 依頼 

国内 （自動計算）   件 （自動計算）   件 
 大学図書館 件 件 

その他 件 件 
国外 件 件 
合計 （自動計算）   件 （自動計算）   件 
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(F)  経費（平成 27 年度実績） 
 
１  図書館資料費の内訳（千円未満四捨五入） 
図書 （自動計算）       千円 
  和 千円 

洋 千円 
雑誌 （自動計算）       千円 
  

 
和 千円 
洋 千円 

 出版社 国内 千円 
電子 
ジャーナル 

 国外       千円 
計 （自動計算）       千円 

その他 
 

国内 千円 
国外       千円 
計 （自動計算）       千円 

計 
 

国内 （自動計算）       千円 
国外       （自動計算）       千円 
計 （自動計算）       千円 

電子書籍 （自動計算）       千円 
  

 
国内 千円 
国外 千円 

データベース （自動計算）       千円 
  

 
国内 千円 
国外 千円 

その他 千円 
図書館資料費（合計） （自動計算）       千円 

 
２  図書館・室運営費の内訳（千円未満四捨五入） 
人件費       千円 
情報検索ウェブサービス経費 千円 
その他の経費      千円 
図書館・室運営費（合計） （自動計算）       千円 
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(G)  外部委託業務（平成 27 年度実績） 
 
１  委託の有無（単一選択） 

 全面委託 
 一部委託 
 何も委託していない 

 
２  業務別内訳について（複数選択可） 【※「一部委託」の場合】 

 目録所在情報データベースの作成  
 一次情報（原文情報）データベースの作成 
 電算機運用（システム開発等） 
 複写 
 製本 
 受付・閲覧 
 清掃 
 警備 
 時間外開館業務 
 その他（                                                   ） 

 （                                                    ） 
 （                                                    ） 

 



10 
 

 
(H)  図書館の公開（平成 27 年度実績） 
 
１  学外者の図書館の利用について（単一選択） 

 認めていない 
 時間内のみ利用を認めている 
 時間外開館中の利用も認めている 

 
２  学外者の利用者数、利用を認めている利用者の所属、条件、範囲（複数選択可） 
学外者の利用者数 
（総計） 

（            人） 

利用者の所属  他の大学の学生 
 他の大学の研究者 
 学内に所在する全国共同利用の研究センターに係る共同利用研

究者 
 上記以外の機関の研究者 
 卒業生・退職者 
 その他（                ） 

利用の条件  所属する機関の図書館の紹介 
 所属する機関以外の図書館の紹介 
 研究者の紹介 
 身分証明書等の提示 
 利用条件なし 
 その他（                 ） 

利用の範囲  情報検索 
 館内閲覧 
 館外貸出 
 複写サービス 
 参考調査 
 その他（                 ） 
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(I)  他機関との連携（平成 27 年度実績） 
 
１  他機関との連携について（単一選択） 

 連携を実施している（連携事業・協定数：    ） 
 連携を実施していない 

 
〈１で「連携を実施している」の場合〉 

２  実施状況 
連携事業・協定名称  
連携・協定対象（複数回答可）  国内 

 国外 
参加機関数（合計） （自動計算）     機関 
 大学図書館 機関 
 公共図書館 機関 
 博物館・美術館・公文書館 機関 
 その他の機関 機関 
  
３  連携内容（複数選択可） 
図書館サービスの相互利用  入館・館内閲覧 

 資料の館外貸出 
 資料の統合検索・横断検索 
 その他（                    ） 

資料の整備・管理・保存  資料の共同購入 
 デジタルアーカイブ・主題リポジトリの共同

構築 
 資料の電子化 
 資料の共同管理 
 その他（                    ） 

職員の育成  職員研修の共同実施 
 マニュアル・ガイドラインの共有・共同作成 
 その他（                    ） 

社会への公開  講演会・シンポジウム等の共同実施 
 展示会の共同実施 
 公開講座の共同実施 
 その他（                    ） 

その他  その他（                    ） 
 
４  自由記述欄 

補足説明や課題等、自由に記載してください。 
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(J)  電子図書館的機能（平成 27 年度実績） 
 
１  電子的サービス 

（１）電子的サービス提供の有無（単一選択） 
 提供している 
 提供していない 

 
（２）サービスの内容（複数選択可） 

全文閲覧サービス  図書 
 雑誌 
 紀要、学術論文等の学内生産物 
 学位論文（修士論文、博士論文） 
 教材 
 貴重資料等コレクション 
 その他（                         ） 

情報検索サービス  目録所在情報（OPAC） 
 ディスカバリーサービス 
 二次情報データベース 
 その他（                         ） 

依頼申込サービス  貸出予約 
 文献複写依頼 
 現物貸借依頼 
 図書等購入依頼 
 その他（                         ） 

その他  その他（                         ） 
 
２  資料のデジタル化 

（１）デジタル化の有無（単一選択） 
 資料のデジタル化を行っている 
 資料のデジタル化を行っていない 

 
〈(1)で「資料のデジタル化を行っている」の場合〉 

（２）対象資料 
図書 タイトル 
雑誌 タイトル 
教材 タイトル 
貴重資料 タイトル 
その他 タイトル 
 （主な内容：                    ） 
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（３）デジタル化した資料の提供方法 

提供対象（単一選択）  学内者に限定 
 学内者に限定しない 
 コレクションによる 

提供環境（複数選択可）  スタンドアローンで提供（館内端末等） 
 オンラインで提供（学内アクセス限定） 
 オンラインで提供（学外アクセス可） 

閲覧・検索方法（複数選択可） 
【オンラインで提供の場合】 

 機関リポジトリ 
 デジタルアーカイブ（機関リポジトリ以外） 
 OPAC 
 ディスカバリーサービス 
 学外サービス 

（具体的に：                  ） 
 その他（                    ） 
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(K)  機関リポジトリ（平成 28 年 3 月 31 日現在） 
 
１  構築の有無（単一選択） 
構築の有無  構築している 

 構築する方向で検討している 
 構築する予定はない  

 

〈１で「構築している」の場合〉 

２  構築状況 
構築形態（単一選択）  単独で構築している 

 複数機関と共同で構築している（機関数：    ）  

JAIRO Cloud の利用（単一選択） 
 利用している 

 利用していない 

管理主体（単一選択） 

 

 図書館 

 図書館以外（名称：         ） 

大学としての取り組み（複数選択可）  基本計画等へ明記 

 研究成果公開に利用 

 業績評価として利用 

 データベース等との連携 

 その他

（               ） 

 
３  コンテンツ登録の義務化 

 義務化している（一次情報・二次情報） 
 義務化している（二次情報のみ） 
 義務化していない 

義務化の検討 
【義務化していない場合】 

 検討している 

 検討していない 

対象コンテンツ（複数選択可） 
【義務化している場合】 

 学術雑誌論文 
 紀要論文 
 会議発表論文 
 会議発表資料 
 図書 
 テクニカルレポート 
 研究報告書 

 一般雑誌記事 
 プレプリント 
 教材 
 講義 
 データ・データベース 
 ソフトウエア 
 その他（           ） 

義務化の内容（自由記述） 

義務化の範囲や対象等について記述してください。 
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４  コンテンツ数・重点収集方針 
コンテンツの種類 一次情報 二次情報 

学術雑誌論文 件 件 

学位論文 件 件 

紀要論文 件 件 

会議発表論文 件 件 

会議発表資料 件 件 

図書 件 件 

テクニカルレポート 件 件 

研究報告書 件 件 

一般雑誌記事 件 件 

プレプリント 件 件 

教材 件 件 

講義 件 件 

データ・データベース 件 件 

ソフトウエア 件 件 

その他 件 件 

計 （自動計算）     件 （自動計算）     件 

 

コンテンツ重点収集方針（単一選択） 
 有 
 無 

重点コンテンツ（複数選択可） 

【※コンテンツ重点収集方針が有の場合】 

 

 

 

 

 

□ 学術雑誌論文 
□ 学位論文 
□ 紀要論文 
□ 会議発表論文 
□ 会議発表資料 
□ 図書 
□ テクニカルレポート 
□ 研究報告書 
□ 一般雑誌記事 
□ プレプリント 
□ 教材 
□ 講義 
□ データ・データベース 
□ ソフトウエア 
□ その他（                ） 
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５  利用状況 
アクセス数 

ダウンロード数 

 
６  コンテンツ収集における工夫（複数選択可） 

 教授会等での説明 
 リーフレットの配布 
 発表論文の確認 
 研究室への訪問 
 利用統計の提供 
 その他（                          ） 
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(L)  アクティブ・ラーニング・スペース（平成 28 年 5 月 1 日現在） 
 
１  設置の有無 
設置の有無（単一選択）  設置している 

 設置していない  

設置の検討 

【設置していない場合】 

 検討している 
 検討していない 

 
〈１で「設置している」の場合〉 

２  設置状況 
名称  

設置時期         年    月 

設置場所（複数選択可）  図書館内 
 図書館外  

面積        ㎡ 

 
３  施設・サービスの内容（複数選択可） 

 共用スペース 
 グループ学習スペース 
 プレゼンテーションスペース 
 サイレントスペース 
 リフレッシュスペース 
 学習・研究サポート 

 図書館利用・文献検索サポート 
 分野別学習相談 
 IT サポート 
 ライティングサポート 
 その他（                          ） 

 授業関連図書の提供 
 端末の貸出（                              ） 
 可動式什器（                              ） 
 その他（                              ） 

 
４  運営体制（複数選択可） 

 職員（図書館）   （   人） 

 職員（図書館以外）（   人） 

 教員             （   人） 

 学生スタッフ（TA、SA 等）（   人） 
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５  自由記述欄 
設置している場合は利活用事例等について、設置する予定がない場合はその理由等につ

いて回答してください。また、課題等についても自由に回答してください。 
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(M)  課題（中央図書館で記入のこと） 
 

大学図書館の管理運営等において、解決すべき課題のうち、重要と考えているものを、以下の

1 ～5 についてそれぞれ回答してください。（平成 28 年 5 月 1 日現在） 
１  組織・運営面 （複数選択可） 

 専門性を有する人材の確保 

 現職職員の育成、キャリア・パスの確保 

 教員との協働・連携 

 外部委託の活用 

 大学全体における大学図書館の位置付けの明確化 

 目標・計画の策定とその点検・評価 

 学内における図書館長のリーダーシップを発揮できる体制の整備 

 その他（                                ） 

 
２  経費・設備面 （複数選択可） 

 図書購入に係る経費の確保 

 外国雑誌・電子ジャーナル購入に係る経費の確保 

 外部資金の獲得 

 予算の効率的な執行 

 図書館施設設備に係る経費の確保 

 資料収蔵スペース狭隘化の解消 

 資料保存・劣化防止のための環境整備 

 その他（                                ） 

 

３  機能面 （複数選択可） 
 利用者サービスの向上 

 電子情報の提供・保存環境の整備（貴重書等の電子化、機関リポジトリの推進等） 

 情報リテラシー教育の充実 

 学生の自学自習のための支援（ラーニング・コモンズの整備、レファレンス等） 

 研究者の研究活動のための支援（学術情報への的確で効率的なアクセスの確保等） 

 大学の国際化への対応（言語に堪能な職員の確保、利用環境の整備等） 

 社会・地域との連携の強化 

 その他（                                ） 
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４  外国雑誌及び電子ジャーナル 
 

（１）今後の収集方針（同一タイトルで冊子と電子ジャーナルが両方ある場合） （単一選択） 
 冊子を収集する 
 電子ジャーナルを収集する 
 冊子と電子ジャーナルを収集する 

 
（２）購入経費に係る共通経費化 （単一選択） 

 実施している（一部実施を含む） 
 実施していない（検討中） 
 実施していない（未検討） 

 
（３）購入経費に係る外部資金の活用 （単一選択） 

 活用している（間接経費を含む） 
 活用している（間接経費を含まない） 
 活用していない（検討中） 
 活用していない（未検討） 

 
（４）その他課題内容 （複数選択可） 

 購入予算確保 
 購読種類減少 
 購読種類の学内調整 
 共通経費化の学内調整 
 外部資金活用の学内調整 
 収集方針 
 契約交渉 
 その他（                               ） 
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５  機関リポジトリ 
（１）課題内容【※（K）１構築の有無で「構築している」を選択した場合】（複数選択可） 

 運営資金の確保 
 実施体制の維持 
 コンテンツの確保（著作権処理を含む） 
 大学全体におけるリポジトリ事業の位置付けの明確化 
 その他（                               ） 

 
（２）課題内容【※（K）１構築の有無で「構築する方向で検討している」を選択した場合】  
（複数選択可） 

 学内合意形成 
 運用指針の策定 
 システム構築 
 コンテンツの確保（著作権処理を含む。） 
 運営資金の確保 
 実施体制の整備 
 その他（                               ） 

 
（３）課題内容【※（K）１構築の有無で「構築する予定はない」を選択した場合】 
 （複数選択可） 

 運営資金の確保が困難 
 専門知識のある人材が不足 
 その他（                               ） 

 

 

６ その他 
具体的に記入してください。 
 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------- 

＜自由記述欄＞ 
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